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～世界最高水準の空港を目指して～

成田国際空港株式会社 代表取締役社長　 夏 目  誠

　1978年5月20日に開港した成田空港は、本年、開港40周年を迎えました。振り返りますと、1966年の閣議決定から、
12年の歳月を費やし、1978年にA滑走路と第1ターミナルのみで開港した成田空港は、1992年に第2ターミナルが供用、
2002年にB滑走路が2180ｍで暫定供用した後、2009年に本来計画の2500ｍに延伸、2015年にはLCCの拠点化を図
る第3ターミナルの供用など、処理能力及び利便性を飛躍的に向上させて参りました。幾多の困難を乗り越えて開港し、
この40年間、安全を最優先に世界各国とネットワークを結び、時代とともに重要な社会インフラの役割を担い、成長・進化
して参りましたことは、多くの関係者の皆様のご努力ご尽力の賜物と、改めて感謝申し上げます。

　現在の成田空港は、海外112都市・国内21都市の合計133都市をつなぐまさに我が国を代表する国際拠点空港とし
て多くのお客さまにご利用いただき、2017年度において、航空機発着回数25.2万回、航空旅客数4094万人、航空貨物
量228万トンと確実に成長しておりますが、私たちの歩みはここで止まるものではありません。近年アジア地域においては、
アジアの経済成長を背景に拡大する航空需要を取り込もうとする空港間競争が激化しており、成田空港はこの競争に勝
ち抜き、さらに変化と成長を続けていくことが求められております。
　そのような中で、成田空港は現行の中期経営計画の最終年度にあたる2018年度を総仕上げの年として、さまざまな施
策に取り組んでおります。

　まず、航空ネットワークの強化を図るため、これまで各インセンティブ制度の活用などにより積極的に路線誘致活動を
実施し、航空会社の新規乗り入れや新たな都市への新規就航や増便などネットワークのさらなる拡充と既存路線の増強
を図って参りました。さらに、2019年4月からインセンティブ制度を拡充し、一層のネットワークの拡充を目指します。また、
高速離脱誘導路の整備などによる航空機の1時間当たりの発着回数増も、2020年東京オリンピック・パラリンピックまで
に進めて参ります。

　さらに、現在成田空港においては、旺盛な首都圏航空需要に適切に対応し、観光先進国の実現を目指す政府の方針に
貢献するとともに、増加する訪日外国人旅客や2020年東京オリンピック・パラリンピック競技大会の開催に万全を期すべ
く「快適さや楽しさを感じられるサービスの提供」に取り組んでおります。第1・第2ターミナルにおける「バリューアップ計
画」として、高い水準でのユニバーサルデザインへの対応や訪日外国人旅客への「ウエルカム感」の演出に取り組むほか、
混雑が目立つようになった第3ターミナルの能力増強、各種手続きの自動化や高度かつスムーズな保安検査の実現等に
よる「ファストトラベル」の推進を図っております。さらに、魅力ある店舗の増設やラウンジスペースの拡大などにより、お客
さま満足度の向上そして世界最高水準と評される「高品質な空港」を目指して参ります。

　また、本年3月13日に国・千葉県・成田空港周辺9市町及び弊社で構成される「成田空港に関する四者協議会」におい
て、成田空港の更なる機能強化が合意されました。滑走路の増設・延伸等、年間発着枠の拡大、夜間飛行制限の変更か
らなる更なる機能強化の実現は、我が国における国際競争力の強化、国が進める観光先進国の実現、そして地域の今後
の発展のために必要不可欠なことであり、これにより現在の年間発着枠30万回から50万回への拡大を図って参ります。
　私どもとしては、この新たな空港を建設するに等しい大規模事業の実現に向け、「成田空港の国際競争力の確保」と
「地域住民の皆様の生活環境の保全」の両立を図りつつ、このプロジェクトの実現に向けて最大限努力して参りたいと
考えております。

　成田空港の40年間の成長と発展には、多くの関係者の支えがあったからこそと認識しております。成田空港はこれから
も安全・安心を第一に、常に空港をご利用される皆様の利便性向上を考え、更なる発展に向けて邁進して参ります。

　今後とも皆様方のより一層のご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。


